
地域課題解決研究

自治体や地域の産業界等と連携し、地域が抱える課題の解決を目的として実施している研究を紹介します。

連携先 研究題目 研究目的 研究代表者 研究期間

洞爺湖町 洞爺湖町生物多様性基
本計画策定研究委託事
業

生物多様性及び生態系サービスの重要性を認識し、国の
生物多様性及び生態系サービスの総合評価に基づく町独
自の生物多様性基本計画を策定するため、科学的、定量
的な空間情報の収集分析及び町民参加型手法による計画
策定を目的とする。

農食環境学群
環境共生学類
吉中 厚裕 教授

2025年6月～
2026年2月

札幌市 令和8年度札幌市内エゾ
シカ被害防止対策のた
めの生息状況調査に係
る研究

札幌市の市街地周辺におけるエゾシカの生息状況を調査
し、また過去の調査データなどを整理し、分析するとと
もに、札幌市内のエゾシカによる各種被害を軽減するた
めに必要な対策を検討することを目的とする。

農食環境学群
環境共生学類
立木 靖之 准教授

2026年7月～
2027年3月

北竜町 北竜町の地域振興発展
のために資する研究

高品質な道産ひまわり油の商品化並びに地域振興発展を
目的とする。

農食環境学群
食と健康学類
阿部 茂 教授

2025年7月～
2026年9月

滝上町 地域住民の目線に立っ
たヒグマ管理の在り方
に関する研究

地域住民の目線に立ったヒグマ管理計画・アクションプ
ラン策定のために必要な検討について学際的研究を通じ
て行うことを目的とする。

農食環境学群
環境共生学類
佐藤 喜和 教授

2026年4月～
2027年3月

占冠村鳥獣被
害対策協議会

占冠村の森林における
ヒグマの分布及び行動
に関する研究

ヒグマによる農業被害及び市街地接近の背景にある、森
林内に及ぶ個体群の分布状況と行動様式を調査し、以て
村が主体となって行おうとするヒグマの生息状況調査及
び行動予測の手法に提言を与えることを目的とする。

農食環境学群
環境共生学類
伊藤 哲治 講師

2026年4月～
2027年3月


